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再開発が進む保谷駅南口周辺井口選手を招いてのイベント

東大農場の桜並木

鈴
木
　
久
幸
（
自
民
・
無
）

質
問
　
市
長
は
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト

の
中
で
保
谷
駅
南
口
再
開
発
事

業
に
つ
い
て
「
本
当
に
必
要
な

も
の
は
何
か
。
公
共
施
設
等
の

配
置
が
ポ
イ
ン
ト
で
、
見
直
し

の
方
針
は
、
で
き
る
だ
け
早
く

ま
と
め
、
広
く
市
民
や
議
会
に

説
明
し
た
い
」
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
（
仮
称
）
リ
サ
イ
ク
ル

プ
ラ
ザ
建
設
に
つ
い
て
は
マ
ニ

フ
ェ
ス
ト
の
目
標
の
中
で
「
不

要
・
不
急
な
公
共
事
業
の
見
直

し
」
、
「
抜
本
的
な
見
直
し
」

と
し
て
、
無
駄
な
公
共
事
業
と

酷
評
し
て
い
る
。
さ
ら
に
住
吉

福
祉
会
館
建
て
替
え
事
業
に
つ

い
て
「
プ
ラ
ン
の
変
更
や
影
響

等
に
つ
い
て
整
理
し
、
女
性
セ

ン
タ
ー
の
計
画
を
含
め
検
討
し

て
い
る
」
と
答
弁
し
て
い
る
。

し
か
し
、
順
調
に
完
成
し
た
施

設
も
あ
り
、
「
見
直
す
」
と

言
っ
て
お
き
な
が
ら
、
結
果
と

し
て
「
見
直
さ
な
か
っ
た
」
事

業
に
対
し
ど
う
評
価
し
て
い
る

の
か
。

答
弁
　
一
定
の
手
続
を
経
て
見

直
し
を
し
、
説
明
を
果
た
し
て

き
た
。
一
定
の
成
果
も
上
げ
た

と
理
解
し
て
い
る
。

意
見
　
市
長
の
政
権
公
約
で
は
、

こ
れ
ら
の
事
業
は
悪
評
な
事
業

と
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
現

在
で
は
何
事
も
な
か
っ
た
か
の

よ
う
に
事
業
を
継
続
し
て
い
る

か
、
既
に
完
成
し
て
市
民
が
利

用
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
選
挙

の
た
め
だ
け
に
ア
ド
バ
ル
ー
ン

を
上
げ
、
市
民
に
不
安
や
心
配

を
さ
せ
た
だ
け
だ
っ
た
。

大
塚
　
光
男
（
自
民
・
無
）

公
約
実
現
の
自
己
評
価
は

質
問
　
市
民
と
の
公
約
で
あ
る

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の
財
源
確
保
の

達
成
状
況
は
。

答
弁
　
財
政
健
全
化
は
、
行
財

政
改
革
推
進
委
員
会
へ
進
捗
状

況
を
定
期
的
に
報
告
。
事
務
事

業
の
見
直
し
は
、
事
務
事
業
評

価
を
行
っ
た
。
公
共
施
設
の
整

備･

統
合
は
、
活
用
検
討
委
員

会
を
設
置
し
、
調
整
し
て
い
る
。

意
見
　
着
手
を
「
達
成
」
に
含

め
る
の
は
、
い
か
が
な
も
の
か
。

精
神
障
害
者
へ
の
支
援
策
を

要
望
　
悲
惨
な
家
庭
を
救
う
支

援
を
、
行
政
機
関
は
真
剣
に
。

中
小
企
業
者
へ
の
支
援
を

質
問
　
今
回
の
緊
急
融
資
支
援

の
内
容
は
。
ま
た
、
さ
ら
に
景

気
後
退
し
た
場
合
の
支
援
策
は
。

答
弁
　
融
資
限
度
額
500
万
円
と

し
、
利
息
と
信
用
保
証
料
を
補

助
す
る
。
景
気
が
よ
り
悪
化
し

た
場
合
は
、
融
資
額
、
補
助
率

の
見
直
し
を
検
討
す
る
。

要
望
　
従
来
制
度
の
運
転
資
金

融
資
の
増
額
や
、
融
資
を
受
け

て
い
る
方
へ
の
さ
ら
な
る
利
子

補
給
な
ど
、
前
向
き
に
検
討
を
。

防
犯
・
防
災
へ
の
取
り
組
み

要
望
　
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
を
。

ス
ポ
ー
ツ
で
青
少
年
育
成
を

質
問
　
大
リ
ー
ガ
ー
井
口
選
手
、

西
武
球
団
、
早
大
の
ご
協
力
で
、

野
球
教
室
を
実
施
し
た
。
東
京

国
体
で
行
う
新
競
技
の
本
市
で

の
開
催
は
。

答
弁
　
国
体
で
の
テ
ィ
ー
ボ
ー

ル
実
施
に
向
け
て
都
と
協
議
中
。

小
学
校
で
も
取
り
組
む
。

小
林
　
た
つ
や
（
自
民
・
無
）

質
問
　
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

の
大
流
行
（
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
）

が
危
惧
さ
れ
る
が
、
ど
の
よ
う

な
対
応
を
す
る
の
か
。
医
師
会

と
の
連
携
は
ど
う
す
る
の
か
。

答
弁
　
感
染
症
拡
大
の
お
そ
れ

が
あ
る
場
合
、
昭
和
病
院
等
の

圏
域
内
医
療
機
関
及
び
医
師
会
、

保
健
所
な
ど
と
連
携
し
て
医
療

体
制
の
確
保
を
図
り
、
市
民
向

け
に
は
啓
発
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を

配
布
す
る
。

質
問
　
学
校
飼
育
動
物
へ
の
対

応
は
ど
う
す
る
の
か
。

答
弁
　
衛
生
管
理
を
徹
底
し
、

生
命
尊
重
の
教
育
を
充
実
す
る
。

意
見
　
外
出
を
４
割
抑
制
す
る

こ
と
で
、
１
／
15
に
感
染
率
が

下
が
る
と
い
う
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
も
あ
る
。
市
で
で
き
る

準
備
は
き
ち
ん
と
し
て
、
危
機

へ
の
体
制
づ
く
り
を
望
む
。

質
問
　
東
大
農
場
の
現
状
と
今

後
に
つ
い
て
。

答
弁
　
覚
書
に
基
づ
く
連
絡
会

を
行
っ
た
が
、
整
備
計
画
に
変

化
は
な
い
。
禁
止
農
薬
を
使
用

し
た
米
の
総
販
売
量
は
約
９
ｔ
。

相
談
窓
口
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。

意
見
　
サ
イ
ロ
や
ポ
プ
ラ
並

木
・
桜
並
木
を
再
生
す
る
よ
う

な
努
力
を
し
て
ほ
し
い
。

意
見
　
ド
ッ
ク
ラ
ン
建
設
は
、

現
状
で
は
実
現
化
が
難
し
い
。

よ
り
一
層
の
努
力
を
望
む
。

意
見
　
新
町
し
ら
じ
窪
の
緑
地

保
全
は
、
４
年
前
に
地
域
住
民

と
約
束
し
た
と
お
り
、
都
と
の

間
に
入
り
、
緑
化
推
進
に
向
け

た
さ
ら
な
る
努
力
を
望
む
。

小
峰
　
和
美
（
自
民
・
無
）

質
問
　
脳
出
血
を
起
こ
し
た
妊

婦
が
、
医
療
の
発
達
し
た
東
京

で
８
病
院
に
受
け
入
れ
を
拒
否

さ
れ
出
産
後
に
死
亡
し
た
。
母

親
は
、
赤
ち
ゃ
ん
に
声
を
か
け

る
こ
と
も
抱
く
こ
と
も
で
き
ず
、

死
を
持
っ
て
浮
き
彫
り
に
し
た

問
題
。
夫
は
、
誰
も
責
め
る
気

は
な
く
、
赤
ち
ゃ
ん
を
安
心
し

て
産
め
る
社
会
に
し
て
ほ
し
い

と
訴
え
た
。
市
の
対
応
は
。

答
弁
　
産
科
・
小
児
科
の
絶
対

数
が
不
足
す
る
中
で
、
医
師
の

確
保
や
施
設
整
備
な
ど
、*

総
合

周
産
期
母
子
医
療
セ
ン
タ
ー
と

協
力
し
て
、
安
心
し
て
医
療
を

受
け
ら
れ
る
よ
う
努
力
す
る
。

質
問
　
身
な
り
で
入
学
拒
否
。

神
奈
川
県
立
神
田
高
校
の
前
校

長
は
、
外
見
だ
け
で
合
否
を
判

断
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
願
書

提
出
時
の
態
度
や
調
査
書
に
よ

る
中
学
校
生
活
の
様
子
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
形
で
検
討
し
た
上
で
、

「
学
力
じ
ゃ
な
く
少
し
で
も
一

生
懸
命
生
き
て
い
る
子
を
採
ろ

う
と
思
っ
た
」と
話
し
て
い
る
が
。

答
弁
　
指
導
上
の
問
題
を
抱
え

る
生
徒
が
多
く
、
学
校
の
改
善

を
図
る
た
め
行
っ
た
と
い
う
思

い
は
否
定
し
な
い
が
、
要
項
に

基
づ
き
公
平
公
正
に
す
べ
き
だ
。

生
徒
の
指
導
は
、
学
校
が
組
織

体
と
し
て
全
力
で
取
り
組
む
。

質
問
　
廃
油
や
金
属
の
回
収
は
、

１
カ
月
に
１
回
と
決
め
る
の
で

は
な
く
何
か
と
抱
き
合
わ
せ
て
は
。

答
弁
　
収
集
方
法
は
、
無
作
為

の
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し

て
意
見
を
聞
く
。

田
中
　
の
り
あ
き
（
自
民
・
無
）

質
問
　
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
目
標
15

に
、
４
年
以
内
に
ひ
ば
り
ヶ
丘

駅
北
口
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
対
策

を
実
施
す
る
と
あ
る
が
、
現
市

長
の
任
期
中
に
は
設
置
で
き
な

い
。
な
ぜ
着
手
済
み
と
し
て
達

成
項
目
に
入
っ
て
い
る
の
か
。

答
弁
　
街
路
事
業
の
事
業
認
可
、

ま
ち
づ
く
り
の
事
業
進
捗
等
を

考
慮
し
、
着
手
済
み
と
し
た
。

質
問
　
駅
北
口
利
用
者
は
、
大

い
に
期
待
を
し
た
。
マ
ニ
フ
ェ

ス
ト
を
誤
解
し
た
方
が
悪
い
よ

う
な
姿
勢
は
い
か
が
な
も
の
か
。

答
弁
　
真
摯
に
受
け
と
め
、
今

後
は
わ
か
り
や
す
く
し
て
い
く
。

質
問
　
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

に
備
え
、
一
般
家
庭
に
対
し
、

基
礎
的
知
識
や
対
応
等
に
つ
い

て
市
民
周
知
を
図
る
べ
き
で
は

な
い
の
か
。
ま
た
、
長
期
間
外

出
が
制
限
さ
れ
る
子
ど
も
た
ち

の
ス
ト
レ
ス
解
消
法
の
紹
介
も

必
要
と
な
る
の
で
は
な
い
の
か
。

答
弁
　
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
シ
リ

ー
ズ
化
し
、
８
回
程
度
の
発
行

を
予
定
し
て
い
る
。
ス
ト
レ
ス

の
解
消
に
つ
い
て
は
、
検
討
課

題
と
し
て
提
案
し
て
い
く
。

質
問
　
住
宅
用
火
災
警
報
器
の

助
成
制
度
実
施
に
当
た
り
、
市

内
普
及
率
の
把
握
、
今
後
の
取

り
組
み
と
来
年
度
の
助
成
制
度

の
継
続
に
つ
い
て
。

答
弁
　
予
定
件
数
に
対
し
、
11

月
末
現
在
で
の
達
成
率
は
16
・

３
％
。
今
後
も
周
知
を
進
め
、

消
防
署
等
と
密
に
連
携
し
て
達

成
率
の
向
上
を
図
る
。
助
成
制

度
の
継
続
も
検
討
し
て
い
く
。

100

海
老
沢
　
進
（
自
民
・
無
）

質
問
　
合
併
に
関
す
る
市
の
決

裁
文
書
は
50
年
・
100
年
後
に
は

貴
重
な
歴
史
的
文
書
と
な
る
。

重
要
公
文
書
の
永
久
保
存
に
つ

い
て
市
の
体
制
は
整
備
さ
れ
て

い
る
か
。

答
弁
　
合
併
の
主
要
な
記
録
は

冊
子
に
ま
と
め
図
書
館
等
に
あ

る
。
合
併
関
連
を
含
め
重
要
文

書
は
永
久
保
存
扱
い
で
、
庁
舎

内
及
び
防
災
に
す
ぐ
れ
た
専
門

業
者
に
保
管
し
て
い
る
。
国
の

法
整
備
の
動
き
も
あ
り
、
今
後

も
適
切
に
対
処
し
て
い
く
。

質
問
　
市
指
定
文
化
財
の
保
護

及
び
活
用
を
、
市
は
ど
の
よ
う

に
進
め
て
い
る
か
。

答
弁
　
市
民
の
郷
土
へ
の
認
識
、

文
化
向
上
に
資
す
る
た
め
、
名

主
役
宅
改
修
工
事
の
補
助
、
田

無
ば
や
し
の
太
鼓
張
り
か
え
、

民
間
財
団
に
よ
る
助
成
事
業
へ

の
推
薦
を
行
い
、
企
画
展
で
は

縄
文
土
器
を
テ
ー
マ
に
展
示
会
、

講
演
会
を
実
施
す
る
等
、
保
護

と
活
用
に
努
め
て
い
る
。

質
問
　
文
化
芸
術
振
興
条
例
は
、

18
年
度
に
懇
談
会
の
提
言
が
あ

っ
た
が
、
現
在
の
検
討
状
況
は
。

ま
た
「
文
化
芸
術
」
の
定
義
は
。

答
弁
　
庁
内
検
討
、
市
民
意
見

聴
取
等
に
努
め
て
き
た
が
、
所

管
に
係
る
法
改
正
が
あ
っ
た
の

で
、
引
き
続
き
教
育
委
員
会
と

連
携
し
条
例
提
案
に
向
け
準
備

を
進
め
る
。
文
化
の
内
容
は
多

様
だ
が
、
人
の
表
現
、
精
神
活

動
の
総
体
で
、
社
会
に
活
力
や

ゆ
と
り
、
豊
か
さ
を
も
た
ら
す

も
の
を
い
う
の
で
は
な
い
か
。
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